
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
三重県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
伊勢市立小俣中学校 

取 組 の 名 称 ゲストティーチャーを招いての授業「いのちをいただく」 

Ⅰ：明野高校生による授業 Ⅱ：地域の精肉店さんから学ぶ（調理実習） 

実 施 時 期 Ⅰ：１１月１１日（月） １１月１８日（月） 

Ⅱ：１１月２５日（月） １１月２６日（火） １１月２７日（水） 

取 組 内 容 １ 対象者  中学２年生 

２ 体験場所 Ⅰ：被服室  Ⅱ：調理室 

３ 参加人数 ２００名（６クラス） 

４ ねらい 

   私たちの食生活は常にいのちをいただいている。毎日食事ができることに  

  感謝をし、いのちについて考える。 

５ 内容 

 明野高校生産科学畜産専攻の生徒による講義を受

ける。実際に学校で食肉として飼育をいる豚は、ペッ

トではなく、生まれた時から食肉になる運命であるこ

とを知り、「いのち」について考える機会とする。 

 また「あかりのぽーく」として出荷

された豚肉を取り扱っている伊勢屋

精肉店の雲井氏をゲストティーチャ

ーとし招き、調理実習を行う。あか

りのぽーくとその他(アメリカ産)の

肉とを食べ比べ、育て方や加工の方法で肉質に変化があることを知る。これら

の授業を通して、いのちの大切さを少しでも理解できるように指導した。 

 

６ 生徒の振り返りより 

・いのちを無駄にしないために、これからは残さないようにしなければいけない

と思った。給食もしっかり食べたい。 

・あかりのぽーくの脂身は、甘くておいしいと感じた。 

・育てた豚を出荷する日は、悲しくないのかなあと思った。 

・簡単に食べ物を残していたけど、全てのものにいのちがあるのだと気づいた。 

・授業の前に豚に餌やりをすると聞いて、動物を飼ったり飼育したりするのは、

大変なんだとわかった。かわいいだけではいけないと思った。 

 


